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授業における三項関係 
―対話主義授業論の立場から― 

宮崎清孝（早稲田大学） 
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目   的 
 Trevarthen & Hubley（1978）の第２次間主観性
の提唱に始まる，＜主体−世界−他者＞の形作る三
項関係について，その乳幼児期における意義につ
いてはよく知られている。また三項関係の重要性
は対話に関する学際的な研究領域である対話主義
（dialogism）でもよく指摘されている。しかし＜学
習者−世界（教材）−教授者＞からなる三項関係の成
立が教育を対話的な性格にしていくための鍵であ
ることについては，これまでの対話主義授業論
（dialogic pedagogy）の中でも明確には指摘されて
きていない。ここでは日本の教育の実践知に学び
ながら，対話的な授業を分析するための枠組みと
しての三項関係を明確にしようとする。 

発達心理学で 
 Trevarthen たちの提唱以来，共同注意の言語獲
得などへの意義がいわれ、多くの研究があるのは
周知の通りである。教育との関係では Tomasello
が個体発生のレベルで(Tomasello, et al, 2005)，ま
た人類史のレベルで(Tomasello, 2014)展開している
shared intentionality についての議論が重要で
ある。その発達について Tomasselo（2014）では
joint intentionality から文化的な実践が慣習化
することをとおして collective intentionality
へと発達するとし，教育を後者で出現するものと
している。この場合，教育は制度となった文化を
教えるものとしてのみ捉えられることになってし
まう点に問題がある。ただしこれらの研究のみな
らず，関連した研究として Csibra & Gergley （2005）

により大人の pedagogy（教授）的態度が発達研究
の中で明示的に位置づけられている点は評価でき
る。 

対話主義研究（dialogism）で 
 ここで対話主義とはバフチンなどを源流とする
対話に関する研究領域である。対話というとそれ
に参加している複数の参加者間のみの関係のよう
に考えられてしまうが，対話主義の研究では対話
は三項関係からなるとされる（Linel,2009）。バフチ
ンは，明示的には発話について三項関係を考えて
いる。たとえばバフチン（1985）では，ある発話者
がある対象について発した言葉は，その対象につ
いて他の発話者が発してきた言葉とぶつかるとす
る。そこに対象を巡る対話が始まる。これに対し
Markova（2003）などは対話を自己（ego）と他者（alter）

の在り方に関わる存在論的な地平で捉えるが，認
識論的には対象（object）が ego-alter の両者によ
って知られるという三項関係があるとする。 

教育場面で 
 教育場面も学習者と教授者が世界（教材）につい
て共に学ぶ三項関係として存在することで対話的
になると考えられるが，この点を明示的にした理

論は存在していないようである。教育（心理学的）

研究では，＜学習者−教材−教授者＞の三項関係で
捉えず，「学習者の教材理解（の不十分さ）の研究」
「教授者と学習者のクラスでの社会的関係性の研
究」「（教授者にとっての）教材の研究」（教科教育）と
いったようにばらばらな関係で捉えていることが
多い。 
 むしろ実践者の発言に，三項関係の方向への把
握がある。斎藤喜博（1975/1995）による「教師も子
どもも，教材に対して自分の持っているものを，
自分の主体をかけたものとして相互に出し合い，
お互いに吟味しあっていくものである」という発
言はその一つの例である。このような発言の中に，
子ども（学習者）と教師が教材に対し対等の立場で
対話し学んでいく，という対話的な教育への方向
性がある。 
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